
（報道資料）                            平成２２年５月２０日 

    三三次次元元音音響響ミミキキシシンンググシシスステテムムをを開開発発  

～スーパーハイビジョンの２２．２マルチチャンネル音響を効率的に制作～ 

 

○ ＮＨＫは、臨場感あふれる次世代の放送サービスとしてスーパーハイ   

ビジョン（ＳＨＶ）の研究開発を進めています。ＳＨＶの音響方式として、現行

の５．１チャンネルサラウンドよりも臨場感が高く、前後、左右、上下方向の

音の広がり、動きを再現することができる２２．２マルチチャンネル音響  

方式＊１を提案しています。 

○ これまで、２２．２マルチチャンネル音響コンテンツを制作する際には、５．１

チ ャ ン ネ ル サ ラ ウ ン ド 用 な ど の 既 存 の ミ キ シ ン グ シ ス テ ム を 複 数      

組み合わせて使用していました。そのために、高度な制作能力が     

求められるとともに、複雑な操作の連続のため、制作には長い時間が  

かかり、効率的なコンテンツ制作が困難でした。 

○ 今回世界で初めて、２２．２マルチチャンネル音響コンテンツを制作できる

三次元音響ミキシングシステムを開発しました。このシステムでは、最大で

１０００個の音素材をミキシングでき、それぞれの音素材の聞こえる方向を、

前後、左右、上下の好きな位置に設定することができます。このシステムを

使用することにより、声、自然音、楽器音など様々な音の素材を組み   

合わせて、容易かつ効率的に２２．２マルチチャンネル音響コンテンツを 

制作することができます。 

○ このシステムは、２２．２マルチチャンネル音響から５．１チャンネル    

サラウンドや２チャンネルステレオに変換（ダウンミックス）する機能も   

備えています。 

○ 三次元音響ミキシングシステムは、５月２７日から３０日に開催するＮＨＫ 

放送技術研究所の一般公開で展示します。 

*1 上層に９チャンネル、中層に１０チャンネル、下層に３チャンネルと、三層に配置した  

スピーカーと、２チャンネルの低域効果（ＬＦＥ、Low Frequency Effects）スピーカーに 

よる三次元音響システム。 
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図２ 開発した三次元音響 
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     音響のスピーカー配置 

図１ 開発した三次元音響ミキシングシステムの処理 


